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津軽十景「目屋渓谷」の田代地区周辺を会場に、渓谷美を造る岩石・地層やそこに生

息する動植物を観察します。また、弘前の絵師・国学者の平尾魯仙が江戸時代末に暗

門の滝まで旅した際に道中各所を描いた絵を基に、変わることのない渓谷美を確かめ

ながら散策します。 

 

日  時：令和 5 年 7 月 2 日（日）10 時～14 時 30 分 

場  所：西目屋村 目屋渓谷（集合場所は西目屋村中央公民館、現地集合・現地解散） 

募集人数：20 人（中学生以下は保護者同伴、定員になり次第締め切り） 

参 加 費：無料 

募集期間：令和 5 年 5 月 30 日（火）～6 月 20 日（火） 

申込方法：電話（平日 9 時～17 時）・FAX・ホームページ（お問合せフォーム）のいずれか

の方法で、参加者全員のお名前・年齢・ご住所・電話番号をお知らせください。

午前の部だけの参加も可能です。 

申 込 先：青森県立郷土館 〒030‐0802 青森市本町二丁目 8‐14 

     電話：017‐777‐1585 FAX：017‐777‐1588 

     ホームページ（お問合せフォーム） 

      →URL：https://www.kyodokan.com/contact/ 

注意事項：会場で検温を行い、37.5℃以上の方は参加をお断りすることがあります。 

そ の 他：参加を申し込まれた方には、日程や集合場所の地図などを郵送します。 

     感染症の今後の国内の広がりや県内での発生状況、また天候により、内容を一部

変更、または中止する場合があります。 

見返り坂付近から見た目屋渓谷と岩木山  

 

 
暗門山水観「山間に岩峯を眺望之図」 

※津軽十景は、昭和 3 年に弘前新聞社が 1 万号記念事業として一般の投票により選んだ景勝地です。 

https://www.kyodokan.com/contact/

